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日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 
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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 
1. 最近の検査命令における追加実施項目                                     (2023 年 3 月中旬)                      

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

3/20 
ブラジル産 

いんげん豆 
総アフラトキシン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001074817.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb  

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください 
 
2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2023 年 3 月下旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

3/22 
タイ産 

オオバコエンドロ 
クロルピリホス 解除 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001075529.pdf 

基準値 1 mg/kg – ppm 

3/22 
中国産 

えだまめ 
ジフェノコナゾール 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001075529.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

3/22 
ベトナム産 

バナナ 
ルフェヌロン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001075529.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。 
 
3. 最近のタイ産品の輸入違反事例                           (2023 年 3 月下旬) 

日付 品名 不適格内容 基準 検査の種類 

3/24 
生食用冷凍鮮魚介類

（FROZEN ATLANTIC HARASU 
BROKEN MEAT） 

成分規格不適合 
（大腸菌群 陽性） 

大腸菌群 陰性 
モニタリング

検査 

3/24 
生鮮アカワケギ 

（アカシャロット） 
ハロキシホップ 
0.04 ppm 検出 

0.01 mg/kg – ppm 検査命令 

 
★ RASFFマンスリーレポート 
EU におけるタイ産品の違反状況                                             (2023 年 3 月下旬) 
日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

3/28 ドイツ 
オランダ経由、米油中のミネラルオイル成分

（MOSH 及び MOAH） 

Information notification 

for follow-up 
 
★ 【DEFRA】英国の食料安全保障にとって重要なツールである遺伝子技術法 
英国環境・食料・農村地域省（DEFRA）は、遺伝子技術（精密育種）法（Genetic Technology 

(Precision Breeding) Act）が 3 月 23 日に成立したことを発表しました。この法律により、遺伝子組

換え生物（GMO）についてはより厳しい規制を維持しつつ、ゲノム編集技術を用いた精密育種の研究と

革新を促す科学に基づいた規制システムが新たに導入されることになります。具体的には、GMO の環境

放出と上市の適用要件の対象から、精密育種の技術で生産される植物と動物が除外されます。 

ゲノム編集を従来の遺伝子組換えの規制範囲から除外することについては EU も前向きな検討を始めた

ところですが、EU 離脱により英国が先駆けて規制緩和に踏み切りました。食品安全に関する規制につ

いて英国は EU 離脱後もほぼ EU 規則に準ずる政策を取っている中で、ゲノム編集技術のみは当初から独

自の規制を打ち出そうとしていました。 
 
※詳細は次の URL を御覧下さい。 

https://www.gov.uk/government/news/genetic-technology-act-key-tool-for-uk-food-security 
 
※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.578 の発行は、2023 年 4 月 21 日とさせて頂きます。 
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